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愛媛県の情報通信対応について 
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平成30年７月豪雨の気象概要 
7月7日7時の気象状況 

県内各所で被害発生 
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吉田町    時間最大雨量 74mm 総雨量434mm 

鹿野川ダム  時間最大雨量 38mm 総雨量381mm 

野村ダム   時間最大雨量 89mm 総雨量633mm 

帯状に広がる地域で
大きな被害が発生 

区分 人数 

死亡 
(災害関連死2名含む) 

29名 

安否不明 1名 



167.1 
191.6 

227.3 213.5 

267.3 
237.2 236.9 

      

90.0 

34.0 31.0 39.5 
70.5 

39.0 22.5 

240.0 

206.0 

148.5 
153.5 

178.0 

88.5 

40.0 

95.5 

108.5 

84.0 

183.5 

229.0 

179.0 

124.5 

16.5 

13.0 

19.5 

20.5 

62.0 

67.5 

115.0 

0.0

100.0

200.0

300.0

400.0

500.0

600.0

今治 松山 大洲 八幡浜 宇和 宇和島 愛南 

H30年7月8日 

H30年7月7日 

H30年7月6日 

H30年7月5日 

平成30年７月豪雨の気象概要 
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 ■ H30.7.5（木）～H30.7.8（日）の雨量について 

（mm） 

442.0 

361.5 

283.0 

397.0 

539.5 

374.0 

302.0 

過去の７月平均雨量 

 ４日間で７月の１ヶ月間過去平均雨量を大幅に上回る豪雨 
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愛媛県被害概況図 
平成30年7月豪雨による 

【宇和島市】 
死   者：12人(災害関連死1人含

む） 

住家被害：1,898棟 
土砂災害：363か所 
農林被害：約258億円 

災害廃棄物推計量： 
     約１７万7千トン 

 

【松山市】 
死   者：4人 
住家被害：431棟 

土砂災害：269か所 
農林被害：約73.8億円 
災害廃棄物推計量：約8万7千トン 

【今治市】 
死   者：2人 
住家被害：109棟 

土砂災害：10か所 
農林被害：約60億円 
災害廃棄物推計量：約7万3千トン 

【伊方町】 
住家被害：1棟 
農林被害：約2.2億円 

【久万高原町】 
住家被害：9棟 
農林被害：約3.6億円 

 

【新居浜市】 
土砂災害：1か所 
農林被害：約0.3億

円 

【愛南町】 
住家被害：47棟 
土砂災害：8か所 

農林被害：約6.2億円 

【東温市】 
土砂災害：1か所 
農林被害：約2億円 

【内子町】 
住家被害：13棟 
土砂災害：66か所 

農林被害：約12.3億円 
災害廃棄物推計量：
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【西条市】 
農林被害：約1.3億円 
 

【伊予市】 
住家被害：13棟 
土砂災害：13か所 

農林被害：約19億円 
 

【松前町】 
住家被害：4棟 
 

 

【砥部町】 
住家被害：17棟 
農林被害：約3.2億

円 

【四国中央市】 
住家被害：1棟 
土砂災害：4か所 

農林被害：約12.1億
円 

【鬼北町】 
死   者：1人 
住家被害：124棟 
土砂災害：8か所 
農林被害：約19.2億円 
災害廃棄物推計量：665トン 

 

【八幡浜市】 
住家被害：373棟 
土砂災害：6か所 

農林被害：約11.4億円 
災害廃棄物推計量：約2万トン 
 

【上島町】 
住家被害：37棟 
土砂災害：148か所 

農林被害：約2.8億円 
災害廃棄物推計量：922トン 

地図上の各市町関係データは10月5日12時現在で愛媛県がまとめたもの 背景地図は国土地理院「地理院地図」を使用しています 

大島（今治市） 

怒和島（松山市） 

（大洲市内） 

西予市（野村町） 

宇和島市（吉田町） 

今治市（吉海町泊） 

松山市（上怒和） 

【西予市】 
死   者：6人(災害関連死1人含

む） 

住家被害：663棟 
土砂災害：53か所 
農林被害：約96.2億円 

災害廃棄物推計量：約７万７千トン 

【大洲市】 
死   者：4人 
安否不明者：1人 

住家被害：3,029棟 
土砂災害：58か所 
農林被害：約57.2億円 

災害廃棄物推計量：約９万トン 

63,856人減

少 

【松野町】 
住家被害：219棟 
農林被害：約4.7億円 

災害廃棄物推計量 
：2千536トン 
 

 

135か所減

少 

4,293人減少 死者(災害関連死2人含む) 29人

安否不明者 1人

住家被害 6988棟

土砂災害 997箇所

農林被害 約645億円

災害廃棄物推計量 約53万トン

愛媛県内被害状況

３ 
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 ■ 平成30年7月豪雨による被害 

松山市上怒和 土砂崩れ 大洲市 浸水 

西予市野村 浸水 

宇和島市吉田町 土砂崩れ 

大洲市北裏 土砂崩れ 

県内各地において浸水、土砂崩れ等が発生！ 

【3名死亡】 

【11名死亡】 

【3名死亡】 

【1名死亡】 【5名死亡】 

【大洲市 安否不明１名】 

上記のほか【今治市2名死亡】 

     【松山市1名死亡】 

     【鬼北町1名死亡】 ４ 



情報通信関係の主な被害 

交換局 
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交換局 

基地局 

基地局 

加入電話等 

加入電話等 交換局 

土砂崩れ等による 
基地局への電源供給・光回線の途絶 

浸水等による交換局設備の被災 

機能停止 
機能停止 

【繋がり難い】西予市、宇和島市、大洲市、今治市、松山市、 

       八幡浜市、内子町の一部 →8/7までに復旧 

【不通】大洲市、西予市、宇和島市の一部 →8/8までに復旧 
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通信事業者各社との連携 

①通信事業者（NTT､NTTドコモ､KDDI､SoftBank） 

 から県災害対策本部へのリエゾン派遣 
 

（県災害対策本部側の効果） 

 ・通信被害状況等を迅速・的確に把握 

 ・必要資機材（携帯電話、衛星携帯電話、Wi-Fiルータ等）を直接的 

  に要請 

（通信事業者側の効果） 

 ・被害状況、災害応急対策状況、支援資機材等の迅速・的確な把握 

 ・電力会社リエゾンからの直接情報収集、県や市町への道路復旧要請 
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通信事業者各社との連携（各社の対応） 

②各社の通信サービス提供のための応急復旧対策 

 【応急対策】 

 ・移動基地局の設置 

 ・発電機による電源供給（燃料補給） 

 ・電源車による電源供給 

 【復旧対策】 

 ・基地局／交換局の復旧 

 ・光回線の復旧 

7 

移動基地局等の設置事例 

（写真：ドコモ提供） 

７ 



通信事業者各社との連携（各社の対応） 

③自治体等への資機材の提供 

 ・携帯電話、衛星携帯電話 

 ・Wi-Fiルータ、パソコン 

 ・マルチチャージャー 

④被災者支援 

 ・00000JAPANによるWi-Fiの無料開放 

 ・災害伝言ダイヤル等の開設 

 ・Do Spotサービスの開放（NTT西日本） 

 ・愛媛県との協定に基づき避難所に設置した 

  避難所Wi-Fiの開放（SoftBank） 
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避難所への設置事例 

（写真：ドコモ提供） 
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四国総合通信局（総務省）との連携 

①四国総合通信局から県災害対策本部へのリエゾ 

 ン派遣 

 ・通信事業者の状況把握、連絡調整等 

②通信資機材の提供 

 ・簡易無線の提供 

 ・避難所へのポータブルラジオの提供 

 ・県及び被災市へのiPadの提供 

 （臨時災害放送設備については、被災自治体において他の情報発信 

  手段が確保されていたため、各自治体からの貸出要請なし） 
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今回の豪雨災害における情報通信対応 

県本部 

（災害情報） 

・ヘリテレ映像 

・定点カメラ映像 等 

県民 

県地方本部 

市町 

被害情報等 

被害情報等 

県災害対策本部オペレーションルーム 
（情報システム運用班の活動エリアに
総通局・通信各社のリエゾン配置） 

県災害対策本部会議 

テレビ会議システムにより、 

気象情報や会議内容を市町等と共有 

防災関係機関 

被害情報等 

市町等各機関との被害情報
等の共有や県民への情報伝
達は、県災害情報システム

を利用 避難情報等 
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県ホームページによる情報発信 

○災害発生からあまり時間をおかずに災害関係 

 のポータルサイトを立ち上げ、トップページ 

 から専用リンクを設定。 

○県民（住民）目線での情報発信 

○サービス停止なし 
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愛媛県の特設ホームページ 
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愛媛県の特設ホームページ 
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愛媛県情報政策課 １３ 



県災害情報システムによる情報発信 

各市町から県災害情報システムに入力した 

避難情報や避難所情報などを、即座に 
 ・県防災Ｗｅｂ 
 ・Ｌアラート 

 ・県防災メール 

 ・県避難支援アプリ「ひめシェルター」 

 ・緊急速報メール 

 ・ＳＮＳ（フェイスブック、ツイッター） 

様々な手段で一括配信 
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住
民 

国機関他 

 ・自衛隊 

    ・県他部局 他 

 

 
      ・県関連システム 

   ・（道路通行制限他） 

     ・国関連システム 

      （河川情報他）   

災害情報システムの概念図 

システム概要 期待される効果 

被害情報、避難情報等を地図情報等を活用して集約し、LアラートやSNSな
ど多様な手段で住民へ情報を提供する。 

①情報集約の迅速・可視化 

②住民へ確実・迅速な伝達 

県 本部 

情報集約・対応判断 
     ・被害情報集約 

     ・避難情報等集約 

     ・情報公開(Web） 

     ・災害対応判断 

＊判断の迅速・的確化！ 市町 

情報入力 
     ・被害情報 

     ・避難情報  

     ・避難所情報 

    ＊入力の一元化！  

県 地方局・支局 

市町の入力確認 
      ・入力確認 

      ・入力支援 

     

・情報集約の自動化 
・集約情報の随時閲覧 
・地図情報（GIS)による可視化 

防災

Web
・被害 

・気象 

・避難 

③
集
約

 

災害情報 

システム 

関連システム 

 
           

気象情報 

リンク 

県職員 

職員参集・安否確認 

ｸﾗｳﾄﾞ
ｻｰﾋﾞｽ 

④
公
開

 

⑤発信 
＊多様な手段で発信！ 

閲覧 

取り扱い情報 情報連携機関 

気象情報、被害情報、避難情報（指示・勧告等）、避難所情報 他 県、県地方局・支局、県警本部、県内市町、国
関係機関他 

気象庁他 

避難支援アプリ 

「ひめシェルター」 

 ・避難所地図情報他 

Ｌアラート 

 ・避難情報 

 ・避難所情報他 

緊急速報メール 
 ・避難情報他 

SNS（Twitter他）  

 ・気象情報 

 ・避難情報他 

防災メール 
 ・気象情報 

 ・避難情報他 

県民への情報発信 

１５ 



県防災Ｗｅｂ 

ホームページに一括掲載 
 

 県内の気象情報、災害対策本部等情報、避難勧告・指示、避難所
開設など 

１６ 



愛媛県の情報提供手段 Ｌアラート 

放送機関等へ一斉に配信 

⇒そこから各機関の発信手段で住民へ提供 

情
報
発
信
者 

【
県
・
市
町
】 

Ｌ
ア
ラ
ー
ト 

情
報
伝
達
者 

  

放
送
機
関
、
携
帯
事
業
者
、 

  

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
運
営
事
業
者
、 

  

新
聞
社
等 

住
民 

避
難
情
報
等
を
入
力 

(

災
害
情
報
シ
ス
テ
ム
） 

配
信 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
デ
ー
タ
放

送
、 

ア
プ
リ
、
Ｈ
Ｐ
等 

マルチメディア振興センターの運営する全国ネットのＬアラートを利用 

発信情報：県・市町の本部設置情報、避難情報、避難所情報、お知らせ情報 

中
央 

省
庁
等 

気
象
情
報 

国
民
保
護 

情
報 

等 
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愛媛県の情報提供手段 Ｌアラート 

●ＮＨＫトップ ●安全・安心ポータル愛媛 

●避難指示・勧告 ●避難所開設情報 

データ放送の例（ NHK画面イメージ） 

１８ 



県防災メール 

①県民への情報発信 
 ・登録者へ防災情報をメール配信 
 ・地震・津波、気象注警報、土砂災害警戒情報や、市町からの 
 避難勧告・指示、避難所開設など 
 

②県の初動体制の強化 
 ・県職員に対し、安否確認機能（大規模災害時に自動発信） 

配信情報や登録方法等は 
ここから 

１９ 



ＳＮＳ 

・Facebook（愛媛県防災）、Twitter（@EhimeBousai） 

・地震・津波、気象注警報、土砂災害警戒情報や、市町からの 
 避難勧告・指示、避難所開設など 

・災害情報システムから配信。 

フェイスブック 

ツイッター 

２０ 



避難支援アプリ 

  

 

 

・避難情報（Lアラート）等 
 お知らせ情報 
・天気・気象 
・県・市町の防災情報 
・地図の確認、避難訓練 
・避難計画 
・安否の登録、確認 
・SNS（防災情報関連） 

・愛媛県下の避難所データは 
 県災害情報システムと同期 
・避難所開設情報により、地図 
 で開設済み避難所が確認可
能。 
・GPSによる避難訓練の記録 
・オフライン対策（地図等） 
・避難行動を事前に計画。 

避難支援アプリ ひめシェルター 

２１ 



避難支援アプリ 現在地周辺地図表示 

◆地図を表示し、現在地周辺（GPS 有効時）を確認できる 

  

 

 

又は 

２２ 



避難支援アプリ 参考ルート表示 

◆目的地を指定し、ルートを確認できる（GoogleMapによる参考ルート） 
  

 

 

施設を選択するとアイコンが出現 

２３ 



避難支援アプリ ハザードマップ表示 

◆危険箇所を確認できる（ハザードマップ） 
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災害情報伝達担当者スキルアップ研修 
開催日 場所 研修内容 

27 年 度 

H27.5.25

（月） 

県中予

地方局 

  

約60名 

災害情報の放送の仕方（簡潔・明瞭・注意を

引くアナウンスなど） 

災害情報のホームページ掲載、メール配信時

の発出時期や文章作歳など 

28 年 度 

H28.5.12

（木） 

県庁 

  

約70名 

『切迫感のある避難の呼びかけ方』～災害時

の防災行政無線放送～ 

『平成23年台風第12号の経験から』～災害時

の自治体から住民への情報発信～ 

29 年 度 

H29.5.11

（木） 

県庁 

  

約60名 

『平成26年広島豪雨災害の経験から』 

『災害情報を「伝える」から「伝わる」へ』

～効果的な防災行政無線放送の表現と伝え方

～ 

※講義とワークショップを実施 

30 年 度 

H30.5.28

（月） 

県庁 

  

約40名 

『より伝わりやすいことばの表現６か条』～

市町アナウンス・マニュアルの検討結果を踏

まえて～ 

『様々な情報伝達手段を使いこなすには』 

※講義とワークショップを実施 
２５ 



災害情報伝達担当者スキルアップ研修 

Ｈ30.7.17 
 朝日新聞（抜粋加工） 

２６ 



今後の取組について 

27 

〇県では、県、市町、防災の専門家等で構 

 成する検証委員会により、今回の豪雨災 

 害における初動・応急対応に係る課題等 

 を整理・検証 

〇今後、検証結果等を踏まえ、災害情報伝 

 達体制の充実・強化を検討 

２７ 


